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地
域
防
災
に
欠
か
せ
な
い
消

防
団

　
消
防
団
と
は
、
地
域
に
密
着
し
、
住

民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
各
市
町

村
が
設
置
す
る
消
防
機
関
。
本
市
に
は

地
域
ご
と
に
７
つ
の
消
防
団
が
あ
り
、

令
和
元
年
12
月
１
日
現
在
、
２
０
２
１

人
（
う
ち
、
女
性
１
３
２
人
）
の
団
員

が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
団
員
は
、
会
社
員
・
主
婦
・
学
生
な

ど
の
市
民
の
方
々
で
、
年
齢
や
性
別
も

さ
ま
ざ
ま
。
普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事

や
学
業
に
励
み
な
が
ら
、
地
域
で
火

災
・
地
震
・
水
害
な
ど
が
発
生
す
る
と

現
場
に
駆
け
付
け
、
人
命
救
助
や
消
火
、

避
難
誘
導
な
ど
の
任
務
に
当
た
り
ま
す
。

平
時
に
は
、
災
害
に
備
え
た
訓
練
や
防

火
指
導
、
消
防
資
機
材
の
点
検
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
出
初
式

（
16
ペ
ー
ジ
参
照
）
な
ど
で
、
伝
統
の

「
仙
台
消
防
階は
し
子ご

乗
り
」を
披
露
し
、消

防
の
心
意
気
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
地
震
・
台
風
・
豪
雨
な
ど
、

大
規
模
な
災
害
が
頻
発
し
て
お
り
、
地

域
に
お
け
る
消
防
・
防
災
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
消
防
団
の
重
要
性
が
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

入
団
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
心
身
と
も
に
健
康
な
18
歳
以
上
65
歳

未
満
の
方
で
、
市
内
に
お
住
ま
い
か
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
、
職

業
・
性
別
を
問
わ
ず
入
団
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
消
防
団
員
は
、「
非
常
勤

特
別
職
の
地
方
公
務
員
」
と
い
う
身
分

を
持
ち
、
年
間
の
報
酬
や
災
害
・
訓
練

等
の
出
場
に
伴
う
報
酬
の
支
給
等
が
あ

り
ま
す
。

　
入
団
を
希
望
す
る
方
は
、
消
防
局
総

務
課
ま
た
は
最
寄
り
の
消
防
署
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

若
い
世
代
の
入
団
を
促
進

　
将
来
に
わ
た
り
地
域
の
安
全
を
守
り

続
け
て
い
く
た
め
、
期
待
さ
れ
て
い
る

の
は
若
い
力
。
市
で
は
、
若
い
世
代
の

仙台市政だより　令和２年（2020年） １月号

入
団
を
促
進
す
る
た
め
、
平
成
30
年
４

月
よ
り
、「
仙
台
市
学
生
消
防
団
員
活

動
認
証
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
１
年
以
上
継
続
し
て
消

防
団
活
動
に
取
り
組
み
、
地
域
へ
貢
献

し
た
大
学
生
等
の
消
防
団
員
に
対
し
、

市
長
が
そ
の
功
績
を
認
証
す
る
も
の
。

認
証
を
受
け
た
学
生
は
、
就
職
活
動
の

際
に
消
防
団
員
と
し
て
活
動
し
て
き
た

実
績
を
企
業
等
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
市
の
消
防
団
で
は
、
令
和
元
年
12
月

１
日
現
在
、
70
人
の
学
生
が
消
防
団
員

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
学
生
団
員

か
ら
は｢

学
生
生
活
で
は
得
ら
れ
な
い

貴
重
な
体
験
が
で
き
る｣

｢

地
域
の

方
々
と
の
関
わ
り
の
中
で
感
謝
さ
れ
る

こ
と
が
何
よ
り
の
励
み｣

な
ど
の
声
が

地域の安全・安心を守る消防団
―自分たちのまちは自分たちで守る

聞
か
れ
、
地
域
の
一
員
と
し
て
や
り
が

い
を
感
じ
な
が
ら
、
社
会
人
の
団
員
と

一
緒
に
、
災
害
対
応
や
日
々
の
訓
練
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　私は、父に誘われて14年前
に消防団に入団しました。震
災後、「自分が生まれたまち
を守る」という思いが強く
なり、現在は、地域の住民を
広い意味での家族だと思い、
皆さんの笑顔を守るために活
動しています。

　消防団の強みは地域に密着していることです。
きめ細やかな対応ができるほか、地域の住民も
顔見知りだと安心するようで、いざというとき
に頼ってくれます。
　課題は団員の減少です。消防団の伝統や災害
の経験等を引き継いでいくためにも、ぜひ女性
や若い世代の方も消防団員となり、地域の力に
なってほしいと思います。最近は、学生の入団
者も増えて一緒に活動しています。活動してい
くうちに住民や団員との絆が生まれ、地域への
愛着を深めてくれれば、仙台での就職にもつな
がるのではないでしょうか。将来を担う若い世
代が、職場や家庭の理解を得ながら、一緒に長
く活動を続けていけることを願っています。

一緒に地域住民の笑顔を
守っていきましょう

青葉消防団部長
中嶋　俊秀さん

問消防局総務課☎234･1111、FAX234･1120


